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１ はじめに 
  本校は、令和３年度より NIE 実践指定校（令和 4 年度は全国⼤会授業実践校）となっ
ており、３年⽬である本年度は、「キャリア教育の充実」をテーマにして取り組んだ。また
国富町は、令和４年度より宮崎⽇⽇新聞社と提携し、「宮⽇新聞の⽇」をもうけ、町内の全
⼩中学校で NIE 教育の推進に努めている。今回は、その「宮⽇新聞の⽇」における様々な
取組や、⽇常的な取組を中⼼に報告する。 

 
２ 本年度の取組 
 （１） 「宮⽇新聞の⽇」の取組 

各学期に１回（全３回）、全⽣徒に宮⽇新聞を配付し、学年ごとに NIE の実践を⾏
った。１、２回⽬は各学年の裁量で実施した。３回⽬は町内全⼩中学校で「新聞スク
ラップコンクール」を実施し、町から優秀作品を表彰していただいた。学年ごとに実
態に即した⼯夫が⾒られ、読解⼒や表現⼒の向上のみならず、将来の⽣き⽅や進路学
習、キャリア教育にもつながった活動となった。活動内容は以下の通りである。 

   ① 第１回｢宮⽇新聞の⽇｣の活動（７⽉に実施） 
 
 
 
 
 
 
 
    

② 第２回「宮⽇新聞の⽇」の活動（１１⽉に実施） 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
年 

朝自習の時間に、くろしおを視写した。丁寧に写した後に、内容や視写をして
の感想を書かせた。視写をすることで、記事の内容の理解が高まったり、新しい
用語を確認したりしていた。また、今後の作文作りに生かしたいと考える生徒も
いた。 

２
年 

宮日新聞記者による出前授業を行った。新聞の構成やできあがるまでの流れを
学んだ。新聞を購読している家庭が少なく、普段から新聞にふれる機会のある生
徒が少ないが、これを機に新聞を読みたいと興味をもつ生徒が多くいた。 

３
年 

技術の１単位時間を使って、「はさみを使わない新聞スクラップ」を行った。タ
ブレット PC で紹介したい新聞の写真を撮り、発表原稿に貼り付けて、データで
提出させ、記事の紹介を行った。高校総体の記事を活用している生徒が多く、進
路学習にもつながった。 

１

年 

国語の１単位時間を使って「記録をためる」という言語活動を行った。気にな
る記事をひとつ選び、見出しと記事の要約をワークシートに書かせた。そこから、
２列トークで話し手が選んだ記事紹介とその記事に関する考えを述べた後に、聞
き手がその記事に対する感想を伝え合うという対話を行った。その後、対話を行
った級友の考えを踏まえた上で、記事に関する自分の考えを書かせた。 

２

年 

新聞の記事の中から、自分の興味のある記事を探し、それを文章にまとめ、帰
りの会での１分間スピーチを実施した。分かりやすく伝え、自分の考えを述べる
ことができつつある。今後に生かしていきたい。 

３

年 

１０月２０日の学級活動の１時間を使って、１０月１８日付けの新聞記事の中
から、一番気になった記事を選ばせ、その要約をワークシートに書かせた。それ
から、記事に書かれていない情報を、タブレットを使って調べさせ、最後にその
記事についての感想と意見を書かせた。 



   ③ 第３回「宮⽇新聞の⽇」の活動（｢新聞スクラップコンクール｣の実施） 
国富町の教育委員会より、｢チャレンジの⼿順｣や｢新聞スクラップコンクール応募

⽤紙｣を提供していただき、コンクールを実施した。⽣徒には、コンクールの実施を１
２⽉中に連絡しておき、冬休み中に読んだ新聞や１⽉９⽇（⽕）に学校で配付される
宮⽇新聞を読み、作品を作成すること伝達した。 

 
 
 （２） ⽇常的な取組 
   ① いつでも⼿に取って新聞を読める環境の整備 

毎⽇４部ずつ届く新聞を各学年の廊下に新聞コーナーを設置し、⽣徒が気軽に新聞
を読むことができるように⼯夫した。また、図書室にも新聞コーナーを設けたり、朝
の読書の時間 20 分間（１・2 年⽣のみ）には、本だけではなく、新聞を読むことを推
奨したりすることで、読解⼒の向上を図った。 

【写真は、｢チャレンジの⼿順｣】 

優秀賞受賞者 

【写真は、中学３年⽣の作品】 

【上の写真は、図書室の新聞コーナー】 【上の資料は、新聞コーナーの掲⽰物】 



   ② 各教科における授業での実践 
国語科では、｢⾃分の視野や視

点を広げたり、深めたりするこ
と｣を⽬的に、｢新聞に親しむ活
動｣の授業を実践した。新聞から、
⾃分の考えるおすすめの記事を
記録し、考えや意⾒の交流（対話
型の学習）を⾏った。 

 
 
 

技術科では、｢情報の伝え⽅を⾝に
つけること｣を⽬的に、｢新聞記事を
タブレットＰＣで撮影し、紹介する
活動｣の授業を実践した。発表のスキ
ルアップのみならず、｢⾃分のこれか
らの⽣き⽅｣に視点をおいて、対話型
の学習を⾏った。 

 
 
 

社会科では、｢思考⼒、判断⼒を育成すること｣を⽬的に、必要に応じて｢授業で取り
扱う資料に新聞記事を活⽤すること｣を実践した。特に、3年時に学習する公⺠科の授
業において、導⼊場⾯での活⽤が効果的であった。写真は 3年⽣ 2 ⽉の定期テストで
出題した問題の⽣徒の回答の⼀部である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題【３年間の社会科の授業を通して、あなたに⾝に付いた⼒は何ですか？】 

【写真は、国語科で使⽤したワークシート】 

【写真は、宮⽇新聞に取り上げ
ていただいた授業の内容】 



 
   ③ 管理職（校⻑・教頭）からの職員への紹介 

本校の⽣徒が掲載された新聞記事や、職員
に読んでもらいたい新聞記事等を、管理職よ
り職員会議等で紹介していただいた。 

 
３ 成果と課題 
 （１） 成果 
  ○ 全職員で NIE の活動に取り組んだことで、読解⼒や表現⼒の育成につながること

や⽣徒のキャリア教育に有⽤であることなど、新聞を活⽤することのメリットを再確
認することができた。 

  ○ ｢宮⽇新聞の⽇｣の活動を通して、定期的に新聞記事を読み取る活動を実践してき
たことで、社会の出来事に興味や関⼼をもったり、新たな⾔葉を理解したりすることが
できた。 

  ○ 各教科の⽬的を達成するために、新聞を活⽤した授業を実践することで、効率よく
内容を理解することができた。また、｢⾃分の⽣き⽅｣につなげることに視点におき、対
話型の学習を実践したことで、キャリア教育の充実につながっただけでなく、表現⼒や
語彙⼒の向上にもなった。 

  ○ 管理職より職員会議等で新聞記事を紹介していただいたことで、職員は活字の良
さに気づいたり、⽣徒に対して話をする材料になったりしていた。 

 
（2） 課題 

  ● 各教科の授業におけるＮＩＥの活動については、教師によって個⼈差があるため、
教師に対して、事前に研修や演習を実施する必要がある。 

  ● 学校における NIE の活動に取り組む時間の確保や、⽣徒の発達段階や実態に応じ
た活動になるようにする⼯夫など、教師側の準備や確認、時間の確保が必要である。 

  ● 学校の教育活動の中で、持続可能な NIE の活動にしていくためには、無理なく活
動していくこと⼤切である。 

【写真は、紹介していただいた記事の⼀部】 


